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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクチャ内のブロックの少なくとも一部分のピクチャデータを、前記一部分に関する周
辺領域における局所的な幾何学パターンを検出することによってエンコードし、かつ前記
局所的な幾何学パターンのエッジ方向に対して内挿および外挿のうちの少なくとも１つを
実行して前記一部分のイントラ予測を生成するビデオエンコーダを備え、
　前記外挿を実行する場合、前記局所的な幾何学パターンの前記エッジ方向は、前記周辺
領域における内側レイヤおよび外側レイヤを検査することによって得られた各遷移ポイン
トを結ぶことによって定められる、装置。
【請求項２】
　前記局所的な幾何学パターンは、エッジ検出方法および遷移ポイントベースの分析のう
ちの少なくとも１つを用いて検出される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記エッジ方向の片側のピクセルのみを利用できる場合、前記一部分の前記イントラ予
測を生成するのに外挿が用いられ、および前記エッジ方向の両側のピクセルを利用できる
場合、前記部分の前記イントラ予測を生成するのに内挿が用いられる、請求項１に記載の
装置。
【請求項４】
　前記内側レイヤおよび前記外側レイヤは、前記一部分に対して最も近い周辺の２つの境
界ピクセルレイヤである、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　複数の異なる内挿スキームのうちの少なくとも１つは、前記局所的な幾何学パターンが
検出された遷移ポイントの数に応じて選択的に用いられる、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記エッジ方向は、前記イントラ予測の予測方向として用いられる、請求項１に記載の
装置。
【請求項７】
　前記ブロックの前記ピクチャデータは、最初に前記ブロックの右下のパーティションを
エンコードし、およびその後に前記ブロックの左上のパーティションをエンコードするこ
とによってエンコードされる、請求項１に記載の装置。
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【請求項８】
　前記ブロックのパーティション符号化順序は、最初から最後までの順序において、前記
右下のパーティション、右上のパーティション、左下のパーティション、および前記左上
のパーティションの順序を備えた、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　ビデオエンコーダにおいて、ピクチャ内のブロックの少なくとも一部分のピクチャデー
タを、前記一部分に対する周辺領域における局所的な幾何学パターンを検出することによ
ってエンコードするステップと、前記局所的な幾何学パターンのエッジ方向に対して内挿
および外挿のうちの少なくとも１つを実行して前記一部分のイントラ予測を生成するステ
ップと、を備え、
　前記外挿を実行する場合、前記局所的な幾何学パターンの前記エッジ方向は、前記周辺
領域における内側レイヤおよび外側レイヤを検査することによって得られた各遷移ポイン
トを結ぶことによって定められる、前記方法。
【請求項１０】
　前記局所的な幾何学パターンは、エッジ検出方法および遷移ポイントベースの分析のう
ちの少なくとも１つを用いて検出される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記エッジ方向の片側のピクセルのみを利用できる場合、前記一部分の前記イントラ予
測を生成するのに外挿が用いられ、および前記エッジ方向の両側のピクセルを利用できる
場合、前記部分の前記イントラ予測を生成するのに内挿が用いられる、請求項９に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記内側レイヤおよび前記外側レイヤは、前記一部分に対して最も近い周辺の２つの境
界ピクセルレイヤである、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　複数の異なる内挿スキームのうちの少なくとも１つは、前記局所的な幾何学パターンが
検出された遷移ポイントの数に応じて選択的に用いられる、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記エッジ方向は、前記イントラ予測の予測方向として用いられる、請求項９に記載の
方法。
【請求項１５】
　前記ブロックの前記ピクチャデータは、最初に前記ブロックの右下のパーティションを
エンコードし、およびその後に前記ブロックの左上のパーティションをエンコードするこ
とによってエンコードされる、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ブロックのパーティション符号化順序は、最初から最後までの順序において、前記
右下のパーティション、右上のパーティション、左下のパーティション、および前記左上
のパーティションの順序を備えた、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ピクチャ内のブロックの少なくとも一部分のピクチャデータを、前記一部分に対する周
辺領域における局所的な幾何学パターンを検出することによってデコードし、かつ前記局
所的な幾何学パターンのエッジ方向に対して内挿および外挿のうちの少なくとも１つを実
行して前記一部分のイントラ予測を生成するビデオデコーダを備え、
　前記外挿を実行する場合、前記局所的な幾何学パターンの前記エッジ方向は、前記周辺
領域における内側レイヤおよび外側レイヤを検査することによって得られた各遷移ポイン
トを結ぶことによって定められる、装置。
【請求項１８】
　前記局所的な幾何学パターンは、エッジ検出方法および遷移ポイントベースの分析のう
ちの少なくとも１つを用いて検出される、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
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　前記エッジ方向の片側のピクセルのみを利用できる場合、前記一部分の前記イントラ予
測を生成するのに外挿が用いられ、および前記エッジ方向の両側のピクセルを利用できる
場合、前記部分の前記イントラ予測を生成するのに内挿が用いられる、請求項１７に記載
の装置。
【請求項２０】
　前記内側レイヤおよび前記外側レイヤは、前記一部分に対して最も近い周辺の２つの境
界ピクセルレイヤである、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　複数の異なる内挿スキームのうちの少なくとも１つは、前記局所的な幾何学パターンが
検出された遷移ポイントの数に応じて選択的に用いられる、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記エッジ方向は、前記イントラ予測の予測方向として用いられる、請求項１７に記載
の装置。
【請求項２３】
　前記ブロックの前記ピクチャデータは、最初に前記ブロックの右下のパーティションを
デコードし、およびその後に前記ブロックの左上のパーティションをデコードすることに
よってデコードされる、請求項１７に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ブロックのパーティション符号化順序は、最初から最後までの順序において、前記
右下のパーティション、右上のパーティション、左下のパーティション、および前記左上
のパーティションの順序を備えた、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　ビデオデコーダにおいて、ピクチャ内のブロックの少なくとも一部分のピクチャデータ
を、前記一部分に対する周辺領域における局所的な幾何学パターンを検出することによっ
てデコードするステップと、前記局所的な幾何学パターンのエッジ方向に対して内挿およ
び外挿のうちの少なくとも１つを実行して前記一部分のイントラ予測を生成するステップ
と、を備え、
　前記外挿を実行する場合、前記局所的な幾何学パターンの前記エッジ方向は、前記周辺
領域における内側レイヤおよび外側レイヤを検査することによって得られた各遷移ポイン
トを結ぶことによって定められる、方法。
【請求項２６】
　前記局所的な幾何学パターンは、エッジ検出方法および遷移ポイントベースの分析のう
ちの少なくとも１つを用いて検出される、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記エッジ方向の片側のピクセルのみを利用できる場合、前記一部分の前記イントラ予
測を生成するのに外挿が用いられ、および前記エッジ方向の両側のピクセルを利用できる
場合、前記部分の前記イントラ予測を生成するのに内挿が用いられる、請求項２５に記載
の方法。
【請求項２８】
　前記内側レイヤおよび前記外側レイヤは、前記一部分に対して最も近い周辺の２つの境
界ピクセルレイヤである、請求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
　複数の異なる内挿スキームのうちの少なくとも１つは、前記局所的な幾何学パターンが
検出された遷移ポイントの数に応じて選択的に用いられる、請求項２５に記載の方法。
【請求項３０】
　前記エッジ方向は、前記イントラ予測の予測方向として用いられる、請求項２５に記載
の方法。
【請求項３１】
　前記ブロックの前記ピクチャデータは、最初に前記ブロックの右下のパーティションを
デコードし、およびその後に前記ブロックの左上のパーティションをデコードすることに
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よってデコードされる、請求項２５に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ブロックのパーティション符号化順序は、最初から最後までの順序において、前記
右下のパーティション、右上のパーティション、左下のパーティション、および前記左上
のパーティションの順序を備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　コンピュータ可読記憶媒体上でエンコードされるビデオ信号データを有するコンピュー
タ可読記憶媒体であって、ピクチャ内のブロックの少なくとも一部分のピクチャデータを
備え、前記ピクチャデータは、前記一部分に対する周辺領域における局所的な幾何学パタ
ーンを検出し、かつ前記局所的な幾何学パターンのエッジ方向に対して内挿および外挿の
うちの少なくとも１つを実行して前記一部分のイントラ予測を生成することによってエン
コードされ、
　前記外挿を実行する場合、前記局所的な幾何学パターンの前記エッジ方向は、前記周辺
領域における内側レイヤおよび外側レイヤを検査することによって得られた各遷移ポイン
トを結ぶことによって定められる、前記コンピュータ可読記憶媒体。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　本発明の原理の実施形態を、遷移ベースのイントラ予測（ＴＩＰ）を対象として説明す
る。図１０では、典型的な遷移ベースのイントラ予測を参照番号１０００で大まかに示し
ている。ＴＩＰ１０００の周辺領域は、２つのピクセルレイヤ、即ち、内側レイヤ１０１
０と外側レイヤ１０２０であり、現在のブロックパーティション１００５を囲んでいる。
つまり、ブロック境界に沿った局所的な幾何学構造を見つけるために、最も近くを囲んで
いる２つの境界レイヤが検査される。２つのピクセルレイヤは最初に２値パターンに変換
される。２値化閾値は、レイヤのピクセル値の統計量に基づいて適応的に選択される。閾
値を算出するのに使用することができるいくつかの方法は、単純平均した境界レイヤのピ
クセル値、４番目に大きい値と４番目に小さい値の平均、およびセグメンテーションに基
づく最も複雑なヒストグラムを含むが、これらに限定されない。閾値よりも大きいピクセ
ルは、白っぽい小さな黒としてマークされる。２値化した後、３ポイントのメジアンフィ
ルタを適用して、孤立した黒点または白点を消去する。
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